
昭
和
27
年
　
　
　
　
　
　
市
制
施
行

昭
和
28
年
　
　
　
　
　
　
益
田
市
章
・
市
歌
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
田
競
馬
が
市
営
で
再
開

昭
和
30
年
　
　
　
　  

　
益
田
市
第
2
次
合
併

昭
和
31
年
　
　
　
　  

　
益
田
ま
つ
り
ス
タ
ー
ト

昭
和
32
年
　
　
　
　
　  

初
の
公
衆
電
話
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　    

一
部
で
テ
レ
ビ
受
像
始
ま
る

昭
和
54
年
　
　
　
　  

県
立
石
西
県
民
文
化
会
館
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
現:

市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
）

昭
和
56
年
　
　
　
　  

益
田
市
民
体
育
館
完
成

平
成
2
年
　
　
　   

雪
舟
の
郷
記
念
館
開
館

益田市弘報 創刊号
[ 昭和 28 年 1 月 1 日発行 ]

竣工を真近に控えた市庁舎
広報ますだ 54 号

[ 昭和 36 年 1 月 1 日発行 ]

皇太子・同妃両殿下
－秋晴れの益田市へ―

広報ますだ 135 号
[ 昭和 42 年 10 月 1 日発行 ]

災害対策特集
広報ますだ号外

[ 昭和 58 年 8 月発行 ]

益田音頭出来る
広報ますだ 60 号

[ 昭和 37 年 5 月 5 日発行 ]
国道 191 号益田新道開通

広報ますだ 318 号
[ 昭和 57 年 10 月 1 日発行 ]

中国寧波市と友好親善
広報ますだ 382 号

[ 昭和 63 年 2 月 1 日発行 ]

昭
和
36
年
　
　
　
　
　
市
役
所
新
庁
舎（
現
庁
舎
）完
成

昭
和
37
年
　
　
　
　

昭
和
41
年
　
　
　
　
　
益
田
木
工
団
地
完
成

昭
和
42
年
　
　
　
　
　
市
民
憲
章
・
市
花
制
定

昭
和
43
年
　
　
　
　   

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
57
年
　
　
　
　  

県
立
万
葉
公
園
開
園

　
　
　
　
　
　
　
　  

く
に
び
き
国
体
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　   （
サ
ッ
カ
ー
、馬
術
、ボ
ク
シ
ン
グ
）

昭
和
58
年
　
　
　
　 

益
田
陸
上
競
技
場
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　 

歴
史
民
俗
資
料
館
開
館

　
　
　
　
　
　
　
　 

山
陰
豪
雨
災
害

昭
和
60
年
　
　
　
　 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　 

市
防
災
無
線
開
局

　
　
　
　
　
　
　
　 
不
燃
物
埋
め
立
て
処
理
場
完
成

昭
和
62
年
　
　
　    

益
田
清
掃
工
場
完
成

昭
和
63
年
　
　
　   

中
国
・
寧
波
市
へ
第
1
次
親
善
使
節
団
派
遣

平
成
元
年
　
　
　   

益
田
地
区
国
営
総
合
農
地
開
発
事
業
完
了

　
　
　
　
　
　
　   

ふ
る
さ
と
創
生
1
億
円
で
「
益
田
兼
堯
像
」 

　
　
　
　
　
　
　   

購
入

昭和 28 年に創刊した「広報ますだ」は、今月号で記念すべき 1000 号を迎えました。
益田市の歩みを、これまでの表紙と一緒に振り返ってみましょう。

58 年 7 月豪雨災害の爪あと
広報ますだ 329 号

[ 昭和 58 年 9 月 1 日発行 ]



平
成
15
年
　
　   

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
完
成

平
成
30
年   

　 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
決
定

令
和
元
年   

　 

映
画
「
高
津
川
」
完
成

令
和
2
年   

　 「
中
世
日
本
の
傑
作 

益
田
を
味
わ
う

　
　
　
　
　
　
　 

　 

―
地
方
の
時
代
に
輝
き
再
び
―
」
日
本
遺
産
認
定

令
和
3
年  

　 

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

　
　
　
　  

　 「
石
見
神
楽
の
日
」
制
定

　
　
　
　  

　 

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
転
車
競
技
選
手
団
事
前
キ
ャ
ン
プ

令
和
4
年  

　 

宿
泊
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ぬ
く
も
り
の
里
」
開
所

　
　
　
　  

　 

歴
史
文
化
交
流
館
「
れ
き
し
ー
な
」
開
館

平
成
16
年
　
　   

益
田
氏
城
館
跡
国
指
定

　
　
　
　
　
　   

益
田
市
・
美
都
町
・
匹
見
町
が
合
併

益田競馬
広報ますだ 616 号

[ 平成 14 年 3 月 1 日発行 ]

石見空港開港
広報ますだ 447 号

[ 平成 5 年 7 月 1 日発行 ]

祝「グラントワ」誕生
広報ますだ 701 号

[ 平成 17 年 11 月 1 日発行 ]

大相撲益田場所開催 !!
広報ますだ 748 号

[ 平成 19 年 11 月 15 日発行 ]

第 1 回萩・石見空港マラソン全国大会
広報ますだ 771 号

[ 平成 20 年 11 月 15 日発行 ]

平
成
3
年
　
　
　 

雪
舟
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
　
　
　
　
　 

　
中
国
・
寧
波
市
と
友
好
交
流
議
定
書
締
結

平
成
5
年
　
　    

第
1
回
浜
田
︱
益
田
間
駅
伝(

し
お
か
ぜ
駅
伝)

開
催

　
　
　
　
　    

　
石
見
空
港
開
港

平
成
9
年
　
　    

人
権
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　    

　
石
見
空
港
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
完
成

平
成
14
年
　
　    

生
活
バ
ス
運
行
開
始

　
　
　
　
　   

　 

益
田
競
馬
廃
止

平
成
17
年
　
　   

新
市
市
歌
・
市
木
決
定

平
成
18
年
　
　   

道
の
駅
「
匹
見
峡
」
運
営
開
始

　
　
　
　
　
　   

益
田
駅
前
ビ
ル
E
A
G
A
完
成

　
　
　
　
　
　   

新
市
市
民
憲
章
制
定

　
　
　
　
　
　   

益
田
川
ダ
ム
完
成

平
成
19
年
　
　  

安
全
安
心
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
　
　
　
　
　  

益
田
地
区
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営
開
始

平
成
20
年
　
　  

第
1
回
萩
・
石
見
空
港
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
開
催

平
成
21
年
　     
公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始

平
成
22
年
　     

益
田
道
路
開
通

　
　
　
　
　
　 

水
防
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
29
年   

　 

C
O
O
L 

C
H
O
I
C
E
宣
言

　
　
　
　
　    

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始

平
成
13
年
　
　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
完
成

LINE公式ウェブサイト YouTube Ｘ（エックス） instagram

広報ますだ以外でも情報発信中！
「広報ますだ」は、紙媒体だけでなく、スマートフォンやパソコンか
らも閲覧できるデジタル版を配信しています。
また、本市の魅力や最新情報は、告知端末放送や公式ウェブサイトを
はじめ、YouTube、Instagram、X（エックス）、LINEなど、さまざ
まな媒体でも発信しています。ぜひご覧ください。



　
広報ますだでは、西部視聴覚障害者情報センターと連携し、

点訳や音訳での広報発行に取組んでいます。
　障がいのある方にも、まちの情報を正しく届けたい。情報のバリアフリーをめざし、

音声や点字で心を込めて広報を届けるボランティアの皆さんをご紹介します。

「広報ますだ」1000号発行に寄せて

　私たち「楽点会」は、視覚障がい者への情報提供を目的として、点訳活動を行なっています。
　その一つとして、「広報ますだ」の点訳を 20 年以上続けています。
　毎月、数人で分担して作業しています。点字での表現に悩むことも多いですが、西部視聴
覚障害者情報センターの指導を受けながら、「読まれる方にとって、よりわかりやすく」を
モットーに、これからも活動を続けていきたいと思います。

点訳ボランティア　楽点会（らくてんかい）
ひと文字ひと文字丁寧に、頑張っています

　音訳とは、視覚に障がいがある方に目で見るのと同じように「声」で情報を伝えることです。
　わたしたちは、毎月定例会を開き、西部視聴覚障害者情報センターの指導を受けながら、
音訳技術・録音技術・校正技術などの向上をめざしています。
　広報誌には表やグラフ、地図や写真もあり、それらを音声化することで、視覚に障がい
のある方に、いかにわかりやすく正確に伝えられるかを考えながら活動しています。

音訳ボランティア　水輪会（みなわかい）
わたしたちの声で　必要とされる情報を伝えたい！　～聞きやすく　わかりやすい音訳をめざして～

＊プロフィール＊
昭和 61 年設立。現在の会員 13 名。西部視聴覚障害者情報センターが行う１年間の研修を受けた者が会員として活動しています。
広報ますだのほかにも社協だより、市議会だより、雑誌「健康」、図書等の音訳にも取組んでいます。

＊プロフィール＊
昭和 61 年 4 月設立。会員数 18 名。西部視聴覚障害者情報センターが行う 1 年間の研修を受けた者が会員として活動しています。

声と点字でつなぐ、広報の架け橋

　今回の「広報ますだ」は通算 1000 号となり
ます。長きにわたり愛読いただいている市民の
皆様に心から感謝申し上げます。特に、広報誌
の配布に協力いただいている自治会長の皆様、
音訳・点字訳を通じて情報のバリアフリー化に
貢献いただいているボランティアの皆様に深く
敬意を表し、厚く御礼申し上げます。
　昭和 28 年 1 月 1 日に創刊された広報誌は、
まさに市民と行政をつなぐ「情報の架け橋」と
いえます。これまで、身近な出来事から重要な
行政情報まで幅広くお伝えしながら、読み手の
ニーズと時代の変化に対応し、記載内容の充実
とデザインの刷新を重ねてまいりました。
　市政運営において「対話と協調」を実践する
うえでも、広報活動は重要な役割を担います。
市政に関する正確な情報を適宜適切に提供し、

理解促進とまちづくりへの参加につなげる一方

で、市民の活動や地域の魅力を積極的に発信し、
益田プライドの醸成を図ってまいります。また、
デジタル社会の進展にあわせ、SNS など様々な
手段を活用し、幅広い方々と率直な意思疎通を
進めてまいります。
　これからも、広報によって伝えるべき目的や
内容はますます広がりを見せ、情報伝達の媒体

や手法もいっそう多様化していくことでしょう。
しかしながら、だれもが手に取ってじっくりと
読むことのできる広報誌の価値は不変です。
　引き続き、市民の皆様の声に耳を傾けながら、
「わかりやすく」「親しみやすく」「信頼できる」
紙面づくりを心がけ、市政の動きや益田の魅力
を的確にお伝えしてまいります。「広報ますだ」
に対する変わらぬご支援とご協力を切にお願い
申し上げます。



1000 号おめでとう

　　　　　ひきみっこより

広報ますだ 1000 号、
おめでとうございます！

BREAKERS より　

広報ますだ 1000 号達成、誠におめでとう

ございます！
94 トリオより

市広報 1000 号おめでとうござい
ます！これからも毎月楽しみにし
ています！ 

西益田いなずま会より

祝 1000 号！
毎月楽しみに拝読しています♡茶道裏千家 竹内社中より職員・スタッフ一同、お祝いの気持ちを " 人文字”で表現しました。

おめでとうございます！！　　　NPO 法人益田自立支援センターより

1,000 号おめでとうございます！JA 西いわみ女性部　西益田支部より

笑顔にのせて みんなで祝う広報ますだ 1000 号

市では、広報ますだ1000号を記念して、皆さんからお祝いのメッセージと
笑顔の写真を募集しました。ご協力いただいた皆さんに心より感謝申し上げます。


